
研究科共通
科目

2単位（必修）

先鋭領域融合
研究群最先端

研究特講

分野専門科目
2単位（必修）特別演習Ⅲ

分野共通科目
2単位（必修）特別演習Ⅱ
2単位（必修）特別演習Ⅰ

1.世界をリードする科学・医療・健康・福祉を担う研究者あるいは高度専門職業人を目指す人

2.境界領域の専門知識・技術を身につけ、広範囲なレベルの高い科学に触れ、新産業を創出し、世界の学術を

牽引していく意欲のある人

生命医工学専攻では，研究科及び専攻の教育目標に則り，以下の知識と能力等を十分培い， かつ，分野ごとに定
められた学位授与方針に適う知識と能力等を有する学生に「博士（医学）」の学位を授与する。
１.医学と理工学の融合領域の専門分野における深い知識・卓越した技能
２.医学と理工学の融合領域における課題の本質を見抜き解決方法を見出す洞察力
３.医学系や理工学系の専門分野近傍の課題に対して新たな知見・技術を生み出す応用力

4年次

複数教員による研究指導体制

最終試験の合格

32単位以上を修得

研究課題の決定

1年次

3年次

分野専門科目
６単位（選択必修）

所属する分野の科目

論文発表会

学位論文提出

審査委員の決定

論文予備審査

学術論文の投稿

信州大学での
先端研究動向

情報分析能力

審査委員会による口頭試問を公開
同専攻３年制コースにも公開

論文審査

・主指導教員≠審査主査
・学外審査委員を含む４名体制

副指導教員（２名）
・同専攻同分野の３年制コース
・同専攻４年制コース（分野問わず）
又は医学系専攻医学分野

論文作成

学位論文作成・
論文審査

授業科目・研究指導

高度な倫理性

情報収集能力

グローバルな
情報発信能力

情報分析能力

グローバルな
情報発信能力

高度な研究技術

当該分野で評価を得ている専門
誌に掲載されていること
【原則 IF≧0.3】

・審査委員会，４年制コース委員会，
生命医工学委員会の３段階審査

・学位論文、要旨、審査結果の
公開

医学専門分野に関する
深い学識

2年次

分野専門科目
４単位（必修）

生命倫理・研究倫理特論
医科学研究遂行特論
２単位（選択必修）

医学統計・疫学特論
生涯保健学研究法特論

６単位（選択必修）
研究方法特論７科目から

指導教員(複数)との綿密な検討・討論により早期からの計画的研究指導

国際的雑誌
４年制コース委員会が認めた専門誌

・各教室における研
究進捗状況の報告
と討論

・研究室セミナーにお
ける論文演習を通じ
た研究手法の修得、
論文執筆のための
基礎素養の獲得

・学会参加による研究
発信能力の鍛錬と
先端情報の獲得

・複数指導教員による
指導

専攻共通科目

４単位（必修）

社会医工学特論

イノベーションセミナー

生命医工学専攻４年制コース

研究科
共通科目
４単位
（選択）

特別招へい
教授グロー
バル研究

特講

知財管理
特講


